


2 ご提案にあたって 究極の医療過疎地・・・それは「海の上」

わが国は、四方を海に囲まれた「海洋国家」です。

海洋上での労働従事者は、漁業就業者（漁師＝約 15万3千人 1)）をはじめ、船員、

海上保安官や海上自衛官、海上工事関係者、学術・研究者、研修生など数多くに上り

ます。

厳しい天候気象など、海洋上の就労環境は過酷です。

陸上での就労と比べ、薬剤師や医師などによる日々の健康管理が、地理的な制約などで

行き届きにくい状況にあります。

こうした状況下で、健康維持や改善を個々人の努力に依存するには限界があり、新たなス

キームによる「日常的・継続的な医療・健康管理支援」が望まれます。 ※イメージ

近年、内閣府に総合海洋政策本部が設置 2) されるなど、経済競争力向上の観点から、

海洋産業を積極的に促進させていく方針が次々と打ち出されています。

美味しい海産物を食べ続けられる環境を維持していくためにも、また、原材料を海外に依

存する加工貿易による立国をなお一層隆昌させていくためにも、「オンライン医療・健康支

援基盤」を構築することで、海洋労働従事者、特に漁業従事者が健康面の不安なく安心

して働ける環境作りの支援スキームをしっかり構築していきたいと考えています。 

1) 漁業就業動向調査 平成29年度確報：農林水産省 2) 政策会議 総合海洋政策本部 
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000031703091&ext=pdf https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/ 
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11 200MHz帯LTE無線通信システム

既存システムで対応できない理由
海上でのブロードバンド回線の実現には、ブロードバンド無線回線が必須となります。携帯電話回線は、
陸地との距離が近接している海域でも、岬や島影などの一部では携帯電話が通じにくい不感地帯が
確認されており、移動体である船舶を無線収容することは困難となります。 

VHF帯の使用を必要とする理由
複数の船舶（移動体）を効率よく無線収容し、遠隔医療に必要なバイタル、心電、映像、音声等の 
IPデータを伝送するために、 VHF帯を使用し1:Nの通信路を構成可能な「200MHz帯LＴＥ無線通
信システム」を用います。 

VHF帯の伝搬特性から、アンテナ追尾や指向特性の優れたアンテナ装置を利用せずに、長距離伝送
が可能であり、揺れのある船舶等の移動体からの長距離 IP通信回線の利用において有効となります。
また、障害物の回り込みにも強いことから、携帯電話回線が途切れがちとなる島や岬の影などでも通信
を確立でき、医療・ヘルスケアサービスを中断無く実施することが可能となります。 

200MHz帯LＴＥ無線通信システムの主要諸元
周波数： 202.5～222.5MHz (公共BBとのガードバンドを含む )
通信方式： TD-LTE
アクセス方式： 下り：OFDMA, 上り：SC-FDMA
変調方式： 下り：QPSK, 16QAM, 64QAM 上り：QPSK, 16QAM
空中線電力： 基地局：２０Ｗ, 移動局：5W 
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